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論文内容の要旨
卜ムセンによると，人類の歴史は石器時代，青銅器時代.鉄器時代とに分けられ，占代文明は青銅器時
代に始まるとされる。このように，人類の文明の歴史は金属の利用の悟史でもあった。金属の利用は，自
然金属の発見と利用に始まるが，やがて鉱石の採掘.河川による選鉱.火を用いた製錬へと発達した。し
かし金属の製錬には大量の薪木や木炭を必要ーとしたので，古代オリエントの森林破壊と砂漠化を進めた。
また，坑内労働や製錬排煙が人聞に有害であることは.既に古代ギリシア時代に経験的に分かつていた。
現存する世界長古の百科全書であるローマ時代のプリニウスの『博物誌』には，金，銀，銅，錫，鉛，水
銀，鉄などの製法と効用について詳述され，水銀，枇素.鉛などの有毒性についても記述されている。す
なわち.金属利用の歴史は，公害，向然破壊.職業病，金属中毒などの歴史でもあったのである。
中近刊になると， I鉱業がなくては技術はないjと言われたくらい金属鉱業が発達し， ヨーロッパでア
グリコラの『デ・レ・メタリカ』という鉱山・冶金技術書が山版され，中国でも『天工聞物』という技術
の百科全書が出版された。また， I第 1級の革命児」と言われる医師パラケルススの『鉱夫肺労.並びに
その他の鉱1I1病Jや，今日の産業衛生学の祖とされるラマッチーニの『働く人々の病気』も出版され，鉱
夫の病気，水銀中毒，鉛中毒，二酸化硫黄中毒， じん肺などの職業病が明らかにされた。
一方， H本列島は環太平洋火山地帯に位置し多数の金属鉱床が存在し.大規模な鉱床としては.別子，
神間，足尾.生野，秋田(黒鉱)などがある。日本では，弥生時代に大陸から渡米した人々が青銅器や鉄
器を持ち込んだとされ，奈良時代には世界最大の膏銅製大仏を作るまでに金属利用技術が発達していた。
しかし，大仏の金メッキには水銀アマjレガム法が崩いられたので，大量の水銀中毒者が出たと推測される。
中近世には，佐渡金山，石見銀山，生野銀山などの令銀山や，足尾銅山， l.IJ子銅山などが開発されて，
H本は一時期，ジパング(黄金の国)と呼ばれるほど世界的な令銀銅の輸出同であり，砂鉄を利用したた
たら製鉄も中国地方や東北地方で盛んに行われた。その結果，佐渡・石見・生野鉱山におけるじん肺，生
野・別子・神岡鉱山の鉱毒問題，たたら製鉄による河川被害などが激化した。
イギリスで始まった産業革命(j.，蒸気機関を作った鉄と石炭の革命ともいわれ.鉄はもちろん銅・鉛・
革鉛の生産量も飛躍的に増加した。銅は電気時代の始まりにより電線としての需要が激増し，鉛・亜鉛も
打ち続く戦争により需要が激増していったc しかし，石炭のコークス化による高炉製鉄法が確立するまで
は，製鉄燃料として木炭を使用したので，製鉄所はイギリスの森林だけでなく， ヨーロッペ大陸の森林ま
で破壊した。また.エンゲルスが TイギリスにおけるXi働者階級の状態』に非常にリアルに紹介したよう
に，鉱山プロレタリアートなどの職業病・労働災害や都市公吉は凄まじいものであった。
特に，金属T業都市の大気汚染として死者まで出したベルギーの「ミューズ事件jやアメリカの「ドノ
ラ事件」と， イギリスの首都で;慌'挿による「ロンドン事件」が起こった。この産業革命後の世界の近代化
E‘円
は，金属生産量の飛躍的増加を招き，向然破壊や大気や水質の汚染といった公害・環l吏問題を山界各地で
引き起こした。とくに，第2次世界大戦後の金属牛ー産量の指数関数的増加は，先進国・発展途上国をとわ
ず.環境破壊を多発させたc
日本の近代化は.明治維新とともに始まり，主要伝金属鉱山.炭鉱，製鉄所はほとんど凶白ー化されたが，
経営がうまくいかず，製鉄所を除きその後，民間に払い下げられた。古河は}(毘鉱山を，藤田組は小坂鉱
山を，久原は目立鉱山を，二菱l判制度・生野鉱山を，士三井は神岡鉱1I1と三池炭鉱を，住友は別子拡山(同
有化を免れる)を入手して， 6大鉱業資木は一途に財閥形成の道を辿ったむとりわけ， I銅は同家なり」
と豪語し主要な輸1産業であった銅鉱業は，足尾・別7・小坂・目立の4A銅山を中心に繁栄'したの，1
大銅山の繁栄は，一方で4大銅山鉱毒・煙害事件をもたらした。いわゆる足尾鉱毒事件と別子・小坂.CI 
立煙害事件である。また，戦後イタイイタイ病で有名となる神岡鉱山(鉛・亜鉛)や生野鉱山(銅・鉛・
事.鉛)でも，近代化の過程で鉱毒や煙害問題を同時期に起こしていたの
煙害問題は， コットレ Jレ電気集j理法と排煙脱硫技術の導入により解決されていったが，戦後は神岡鉱山
排水による神通Jl流域でのイタイイタイ病の発生により，カドミウムによる土壌汚染問題がクローズアッ
プされ，金属鉱山・製錬所はその汚染源として対策を要求された。さらに，安中帳鉛製錬所の公害問題や
土目久鉱山(l批素)などの休廃止鉱山の鉱害問題が発生した。-}j，イタイイタイ病裁判後の神岡鉱山で
は，被害性民団体との公害防止協定に基づき，操業を続けながら公害防止対策を実施し，無公害鉱山を実
現しつつある。
公害史研究の現状をみると，近代以降の鉱害史研究は，足尾鉱毒事件を中心とした4大鉱害事件で進ん
でおり，近代以前でも近世の鉱害史研究が一部手掛けられているが，古代から現代までを通して金属産業
の技術と公害の歴史をまとめた研究は見当らなL、。本論文では，古代から現代に至る金属産業における技
術史と公害史を対比させながら.公害防止技術を接点にして，技術と公害の関わりについて考集した。
しかし時間軸が約5，000年と長いことと.金属産業といっても金・銀・銅・鉛・亜鉛・鉄・水銀・ア
ルミニウムなどと金属の種類が多いため多種多橡な伎術と公害の歴史があり，すべてを本論文にまとめる
には無理があった。したがって，総説的になり，かっ記述に疎需を生じることとなったが，今後のより精
撒な研究の出発点と位置付けたい。
また，当初は鉄鋼業も含めて詳しく検討する予定だったが，非鉄金属産業，特に日本近代化時代の非鉄
金属鉱山の公害問題に紙数を費やしたために，近代化後の日本鉄鋼業や現代の世界金属産業について詳し
い記述ができなくなったが，将来の金属資源問題や地球環境問題とともに今後の研究課題としたい。
第1部「前近代金属産業の技術と公害の歴史」は， 占代から近世までの世界と日本における金属産業の
枝術史と公害史を，歴史的文献に基づいて取りまとめた。
第2部「近現代金属産業の技術と公害の怪史」は，近代以降の世界と日本における金属産業の技術史と
公害史を，歴史的文献に基づいて取りまとめた。とくに.近代H本の公害の原点たる 4大銅山鉱毒・煙害
事件については，現代に継続して詳述した。また，著者が現地調査してきた神岡鉱山・生野鉱山の技術と
鉱害の歴史も詳述した。
さらに， これら 6大鉱害以外の金属鉱山・製錬所の公害・十.廃汚染や鉄鋼業の公害.排煙脱硫技術，電
気集塵技術およひー排水処理技術の公害防1 :技術，日本企業の海外進出と公害輸出についても考察したc
「おわりに」では，地球環境問題，再生不司能な金属資源の枯制問題，金属のリサイクルなど， I環境
の世紀ーと二われる21世紀の重要課題を問題提起した。
なお，本論文で対象とする令属産業とは.金属そのものを製造する産業とし，鉱石の保掘.選鉱，およ
び製錬の3_[科すべてを台するか，その一部下程を角ーする罪業とした。対象の金属は鉄と非鉄金属である
が，非鉄金属といっても貴令属や希少令属は多数あるので，いわゆる卑金属で生産量が多く，歴史もï~. い
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銅・鉛・亜鉛などを非鉄金属の代表とした。アルミニウムは非鉄金属で最も生産量が多く製錬工程で弗素
公書を出すが，現在の日本では製錬していないので，本論文;の対象外とした。
また，令属による公害は，水俣病のような金属庄ニ業以外の産業での金属利用過程，乾電池のような国民
牛
も生じるが，本論文では対象外とした。
論文審査の結果の要旨
拠出された論文の課題は，金属産業の公害史を通史として叙述しようとするものである。これまでに公
害史の研究は少なくない数が行われているが産業別の通史として叙述されたものはなく，課題は野心的な
ものと評価できる。しかしながら，論文の核心部分は分量としても全体の三分のーを山める第4章 iH本
金属産業の技術と公害と歴史」であり.審査委員会は主として第4章への評価から本論文を博土(商学)
の学位にふさわしいものと認めたc
第4草ーは明治以後の歴史を丹念、に追ったものであるが，扱われている史料は膨大かっ詳細である。足尾・
別子.1::1立・小坂の州大鉱害事件についてはこれまでもいくつかの研究が見られるが，本論文では著者が
これまでにも倣ってきた神間・生野の二鉱山による公害についても詳細に論じられており，この点がオリ
ジナルなものとして評価できる。これまでのH本鉱害史の先行研究には審査委員の加藤によるもののほか
菅井益郎らによる研究が標準と目されるが著者はそれらの内容に加えて被害発生のメカニズムを製錬技術
の発展や汚染状況の進展と関わらせて論じており，鉱害史研究に新しい水場をもたらした。また.被害と
補償の進行と鉱害防止技術の発展の相互関係を実証的に論じていることも注目される点である。また，著
者は取り上げられている事例をたんなる歴史上の過去として研究しているだけでなく，その現状を調査し
て今日になお残る問題として扱っている。とりわけ生野およひや神間についてこの姿勢が明確であり，神間
鉱山におけるイタイイタイ病判決後の補償・復元問題と公害防止技術の展開過程の分析は貴重なものとなっ
ている。
第4章第7節では，第6節までの事例別の分析をふまえて公害防止技術の発展史が独守.の課題として取
りkげられ，排煙脱硫と電気集塵機の我が国への導入過程が解明されているo この部分ではこれまでの先
行研究の誤りのいくつかが訂止されているほか，今日の公害防止技術の問題点も指摘されている。
論文全体の矯成および叙述の形式は必ずしも高く評価できない。問題点、の第ーは叙述が基本的に51用で
構成されていることであり， しかもその出典が必ずしも適切でないことである。この欠点はとくに第3章
ー世界金属産業の技術と公害の歴史jに顕著であり，不必要な引用が多く本論文の価値を損ねている。第
二の問題点は，近世の日本鉱害史をあつかった第2章であり，この主題についてはすでに行われた安藤橋
・の詳細な研究を消化したものとは言い難い。しかしながら，提出された論文の扱う範囲が時代的にも地
域的にもきわめて広大であり，かっ学問領域としても社会科学的領域にとどまらず自然科学とて学の領域
にも及ぶことを考慮すれば， これらの欠点は審査結果を左右するものではない。
